
  

福岡市雨水流出抑制施設助成金交付要綱 
 
（目 的） 
第１条 この要綱は、市内で雨水貯留タンクを設置する者及び雨水浸透施設を設置する者に対 

 し助成金を交付することにより、水害防除に対する市民意識の向上・啓発を図るとともに、 
市民と協働した安全・安心のまちづくりに資することを目的とする。 

 
（用語の定義） 
第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めると 
  ころによる。 
 （１）雨水流出抑制施設  
    本条第２号に定める雨水貯留タンク及び第３号に定める雨水浸透施設をいう。 
 （２）雨水貯留タンク    
    建物の屋根に降った雨水を一時的に貯留し、河川・水路等への流出を抑制するととも 
    に庭木等への散水用の水として活用できる施設で市長が別に定める基準を満たすも    

のをいう。 
 （３）雨水浸透施設 
    建物の雨樋等から雨水を集め、当該敷地内で地下に浸透させる機能を有する雨水浸透 
    桝及び雨水浸透管（浸透孔を有し、その周囲が充填材料等から構成されるものをいう。 
    ）で市長が別に定める基準を満たすものをいう。 
  
（助成対象地区） 
第３条 助成対象区域は、雨水貯留タンクについては市内全域とし、雨水浸透施設については

市街化区域内（一部の区域を除く）として、毎年度予算の範囲内で助成する。 
 
（助成金交付対象者及び要件） 
第４条 助成金の交付対象者は、雨水流出抑制施設を設置する土地・建物の所有者又は使用  
  者（国、地方公共団体、特殊法人またはこれらに準じる団体を除く）とし、次の各号に掲

げる要件を満たしていること。 
 （１）下水道使用料、及び受益者負担金の滞納をしていないこと。 
 （２）雨水浸透施設の設置については、福岡市排水設備指定工事店が施工するものであるこ

と。 
２ 前項で規定する要件を満たしている場合であっても、雨水浸透施設については、地形・

地質等により雨水を浸透させることが不適当な区域、又は「福岡市開発行為の許可等に関

する条例」第４条に基づき定められた区域においては助成金を交付しない。 
３ 助成の対象は、公募により募集するものとする。 
 
（事前協議） 
第５条 助成金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、その構造等につい 
  て、あらかじめ市長と協議しなければならない。  
 
 
 
 
 
 



  

 
（助成金の額等） 
第６条 助成金の額等は、次のとおりとする。 

施設 対象経費 助成上限額 

雨水貯留タンク 

雨水貯留タンクの購入価格（タン

ク本体価格と接続するために必要

なパイプなどの価格との合計額と

し、消費税を含む。設置費、配送

費は除く） 

・対象経費の 1/2 に相当する額を助成する 
・合計容量 
 100～500 ㍑未満 15,000 円 
 500 ㍑以上     30,000 円 
・１家屋１度まで 

雨水浸透施設 

既存建物 
雨水浸透桝、浸透管の設置工事費

（材料価格と設置費用の合計額と

し、消費税を含む） 

・対象経費の全額を助成する 
・雨水浸透桝  20,000 円/基 
・雨水浸透管   7,000 円/ｍ 
・１敷地総額   100,000 円 
・１家屋１度まで 

新築、増築建築物 
雨水浸透桝、浸透管の設置工事費

の一部（材料価格と設置費用の合

計額の半額とし、消費税含む） 

・対象経費の 1/2 に相当する額を助成する 
・雨水浸透桝  10,000 円/基 
・雨水浸透管    4,000 円/ｍ 
・１敷地総額   50,000 円 
・１家屋１度まで 

２ 前項の助成金の額に１，０００円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 
 
（助成金の交付申請） 
第７条 申請者は、福岡市雨水流出抑制施設助成金交付申請書（様式第１号）により市長に対 
  し助成金の交付を申請しなければならない。 
 
（助成金の交付決定） 
第８条 市長は、前条に規定する交付申請が提出されたときは、その内容を審査の上、助成金 
  の交付の適否を決定し、福岡市雨水流出抑制施設助成金交付決定通知書（様式第２号）ま

たは福岡市雨水流出抑制施設助成金不交付決定通知書（様式第３号）により、その旨を申

請者に通知しなければならない。 
 
（助成金の変更交付申請） 
第９条 助成金の交付決定を受けた者は、交付決定内容を変更する場合、福岡市雨水流出抑制 
  施設助成金変更交付申請書（様式４号）を市長に提出しなければならない。 
２ 前項の規定により変更申請書が提出された場合、市長は福岡市雨水流出抑制施設助成金 

  変更交付決定通知書（様式５号）により助成金の交付決定を変更することができる。  
 
（助成金の取り下げ申請） 
第１０条 助成金交付申請を取り下げようとする場合は、福岡市雨水流出抑制施設助成金交付 
  取り下げ申請書（様式第６号）により市長に対し助成金の取り下げを申請しなければなら

ない。 
 
（完了実績報告） 
第１１条 申請者は、雨水流出抑制施設設置が完了したときは、速やかに完了実績報告書（様 
  式第７号）を市長に提出しなければならない。 
 



  

 
 
（助成金の確定） 
第１２条 市長は、前条の完了実績報告があったときは、遅滞なく雨水流出抑制施設設置の完 
  了検査を実施し、助成金の交付決定内容に適合すると認めたときは、交付すべき助成金の

額を確定し、助成金額確定通知書（様式８号）により申請者に通知するものとする。 
 
（助成金の交付請求等） 
第１３条 前条の確定通知を受けた者は、請求書（福岡市下水道事業会計帳簿諸表等様式規 

 則：様式第１８号の１）により、助成金の交付を請求することができる。 
 
（助成金の交付） 
第１４条 市長は、前条の請求が適正であると認めたときは、速やかに助成金を交付するも 
  のとする。 
 
（助成金の交付の取消し等） 
第１５条 市長は、助成金の交付を受けた者が、次の各号のいずれかに該当したときは、助成 
  金の交付を取り消すことができる。 

（１） 偽り、その他不正の手段により助成金の交付を受けたとき。 
 （２）この要綱の規定に違反したとき。 
 ２ 市長は、前項の規定により助成金を取り消す場合において、既に助成金を交付している 
  ときは、期限を定めてその返還を命じることができる。 
 
（雨水流出抑制施設の保全） 
第１６条 助成金の交付を受けた者は、当該雨水流出抑制施設を７年以上存続させ、施設が 
  廃止されない限りにおいて、常に良好な状態に管理しなければならない。ただし、市長が

やむを得ない理由があると認めたときは、この限りではない。 
２ 助成金の交付を受けた者で、当該雨水流出抑制施設を第三者に譲渡又は廃止しようとす

るときは、その旨を届けなければならない。 
３ 市長から使用状況等の調査の要求がある場合は協力すること。 

 
（助成金交付の有効期間） 
第１７条 助成金交付の有効期間は、「福岡市雨水流出抑制助成金交付決定通知書」を受けた 
  日から当該年度内とする。 
   
（その他） 
第１８条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の実施に関し必要な事項は、市長が別に定 
  める。 



  

 
附則 
（施行期日） 
この要綱は、平成２２年 ４月 １日から施行する。  
（施行期日） 
この要綱は、平成２４年 ７月 ２日から施行する。 
（施行期日） 
この要綱は、平成２７年 ３月３０日から施行する。 
（施行期日） 
この要綱は、令和 ２年１０月 １日から施行する。 
（施行期日） 
この要綱は、令和 ３年 ４月 １日から施行する。 
（施行期日） 
この要綱は、令和 ７年 ４月 １日から施行する。 
（期間） 
この要綱は、令和１１年 ３月３１日をもって廃止する。 
 



様式第１号（表面） 

年  月  日 

（あて先） 福 岡 市 長 

 

申請者 住 所              

 

フリガナ              

氏 名              

電 話              

 

福岡市雨水流出抑制施設助成金交付申請書 

 
福岡市雨水流出抑制施設助成金交付要綱の規定を遵守し、助成金の交付を受け

たいので、同要綱第７条の規定により関係書類を添えて申請します。 
 

 

設  置  場  所  福岡市 区 

 

 

 
 

雨水浸透(桝・管) 

  

□既存建築物          □新築、増築建築物 
個 数： 個 

 

延 長： ｍ 
 

見積金額： 円 

 

 

 

雨水貯留タンク 

製 品 名： 

 

貯留容量： ㍑ 

 

購入予定金額： 円 

助成金交付申請額 円 

（ 雨水浸透施設の場合） 
 

排 水 設 備
指定工事店 

住  所  
 

会社名 
（電話番号） 

 

 

添  付  書  類  

□  同意書（ 様式９ ）（ 土地・建物の所有者でない場合） 

□ 位置図（住宅地図のコピー可）  

□ 雨水浸透施設の場合 
・見積書（内訳がわかるもの） 

申請者様の個人情報
の使用の同意につい
て 

下水道使用料及び受益者負担金の滞納の有無の確認に
ついて、申請者様の個人情報を所管課へ照会することに
同意します。 

□はい  □いいえ 
 

 
※ 福岡市記入欄（下記の欄には記入しないで下さい） 
 

受付番号 
（交付決定可否通知番号） 



様式第 1 号（裏面） 

 

□ 雨水貯留タンクの場合 
設置箇所見取り図（ 設置場所がわかる平面図） 

 

□ 雨水浸透施設の場合 
雨水排水設備計画平面図 

※ 浸透桝（ ◎で記入）、浸透管（ で記入） の材質、内径寸法記入 
 

方位 
 

 

浸透桝 浸透管 
 

 
 

 



様式第４号（表面） 
 

年  月  日 

（あて先） 福 岡 市 長 
 

申請者 住 所              

 

フリガナ              

氏 名              

電 話              
 

 
 

福岡市雨水流出抑制施設助成金変更交付申請書（ 変更第 回） 
 

年 月 日付けで雨水流出抑制施設助成金の交付決定を受けていましたが、
下記のとおり変更しますので、福岡市雨水流出抑制施設助成金交付要綱第9条の規
定により関係書類を添えて申請します。 

 

 

設  置  場  所  福岡市 区 

 

 

 
 

雨水浸透(桝・管) 

 

□既存建築物          □新築、増築建築物 
 

個 数： 個 
 

延 長： ｍ 
 

見積金額： 円 

 

 

 

雨水貯留タンク 

製 品 名： 

 

貯留容量： ㍑ 

 

購入予定金額： 円 

助成金変更交付申請額 円 

（ 雨水浸透施設の場合） 
 

排 水 設 備
指定工事店 

住  所  
 

会社名 
（電話番号） 

 

 

添  付  書  類  

□   同意書（ 様式９ ）（ 土地・建物の所有者でない場合） 

□ 位置図（ 住宅地図のコピー可）  

□ 雨水浸透施設の場合 
・見積書（内訳がわかるもの） 

 

 
※ 福岡市記入欄（ 下記の欄には記入しないで下さい） 
 

受付番号 
（交付決定可否通知番号） 



様式第４号（裏面） 
 

※ 変更内容がわかるように記入すること。 
□ 雨水貯留タンクの場合 

設置箇所見取り図（設置場所がわかる平面図） 
□ 雨水浸透施設の場合 

雨水排水設備計画平面図 
※ 浸透桝（ ◎で記入）、浸透管（ で記入） の材質、内径寸法記入 

 

方位 
  

 

浸透桝 浸透管 
 

 

 

 



様式第６号 
 

（ あて先） 福 岡 市 長 

 

年 月 日 

 

申請者 住 所              

 

フリガナ              

氏 名              

電 話              
 
 

福岡市雨水流出抑制施設助成金交付取り下げ申請書 
 

年 月 日付けで交付申請していましたが、申請を取り下げますの

で、福岡市雨水流出抑制施設助成金交付要綱第１０ 条の規定により申請します。 

 
 

設  置  場  所  福岡市 区 

 

 

 
 

雨水浸透（ 桝・ 管） 

 

□既存建築物          □新築、増築建築物 

個 数： 個 
 

延 長： ｍ 

 

見積金額： 円 

 

 

 
 

雨水貯留タンク 

製 品 名： 

 

貯留容量： ㍑ 

 

購入予定金額： 円 

助成金交付申請額 円 

（ 雨水浸透施設の場合） 
 

排 水 設 備
指定工事店 

住  所  

 

会社名 
（ 電話番号） 

 
取り下げ理由 

 

 

 

 

※ 福岡市記入欄（ 下記の欄には記入しないで下さい） 
 

受付番号 
（ 交付決定可否通知番号） 



様式第７号 

令和  年  月  日 

（あて先） 福 岡 市 長 
 

 

申請者 住 所              

 

フリガナ              

氏 名              

電 話              
 
 

福岡市雨水流出抑制施設完了実績報告書 

 
令和  年  月  日付けで交付決定を受けていました雨水流出抑制施設設置

については、令和  年  月  日に完了しましたので福岡市雨水流出抑制施設 

助成金交付要綱第１１条の規定により検査願います。 
 

受 付 番 号  

 

設  置  場  所  福岡市 区 

 

 

 
 

雨水浸透(桝・管) 

 

 □既存建築物          □新築、増築建築物 
個 数： 個 

 

延 長： ｍ 
 

見積金額： 円 

 

 

 

雨水貯留タンク 

製 品 名： 

 

貯留容量： ㍑ 

 

購入金額： 円 

助成金の交付予定額 円 

（ 雨水浸透施設の場合） 
 

排 水 設 備
指定工事店 

住  所  
 

会社名 
（電話番号） 

 

添 

 

付 

 

書 

 

類 

□  領収書 

□  工事写真（ 雨水浸透施設のみ） 

申請者様の個人情報

の使用の同意につい

て 

下水道使用料及び受益者負担金の滞納の有無の確認に

ついて、申請者様の個人情報を所管課へ照会することに

同意します。 

□ はい □  いいえ 

 



様式第１０号 
 

 

 年 月 日 
 
 

 

福岡市雨水流出抑制施設譲渡届出書
 
 
 
（あて先） 福 岡 市 長 

届出者  住 所              

 

フリガナ              

氏 名              

電 話              
 

補助金の交付を受けた雨水流出抑制施設を下記のとおり譲渡しますので、福岡市雨水流出抑制施

設助成金交付要綱第１６条第２項に基づき届け出ます。 
 

 

備 考 
 

届出者は、譲渡する者に対し、雨水流出抑制施設を７年以上存続させ、適切に維持管理するよう説明し、理解を

得ていること。 

 

 

設置場所（譲渡先） 

 

（住  所） 〒   －     

                       

                       

 
（氏  名）                 
 

（電話番号）    －    －      

雨
水
貯
留
タ
ン
ク 

 

設置年月日 
 

年 月 日 

容量 
 

ℓ 

設置個数 
 

個 

雨
水
浸
透
施
設 

 

浸透管の長さ 
 

ｍ 

 

浸透桝の数 
 

基 

 

 
 
 

譲渡の理由 

 



様式第１１号 
 

 

 年 月 日 
 
 

 

福岡市雨水流出抑制施設廃止届出書 
 
 
 
（あて先） 福 岡 市 長 

届出者 住 所              

 

フリガナ              

氏 名              

電 話              
 
 

補助金の交付を受けた雨水流出抑制施設を下記のとおり廃止しますので、福岡市雨水

流出抑制施設助成金交付要綱第１６条第２項に基づき届け出ます。 
 

 

記 
 

 

１．設置年月日       年  月  日 
 

 

２．廃止年月日（予定日）   年  月  日 
 
 

３．抑制施設の種類（該当する番号を〇で囲むこと） 

(1)  雨水貯留タンク 

(2)  雨水浸透浸透施設 
 

 

４．設置されていた場所 福岡市  区   
 

 

５．廃止の理由 
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